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研究成果の概要（和文）：介護者が介護状況（客観的・主観的）を把握でき、状況に応じた対処について、自ら
実施するもの、専門職に委ねるものと判断・行動の指針が示され、判断・行動の結果を確認できる指標が求めら
れる。そのため本研究の目的は、認知症の人の介護者の内面（身体的・心理的状況）、外的（社会的状況）の二
側面から、介護者の状況を包括的に把握でき、かつ自身の対処行動を図る目安になる測定ツールの開発とした。
本研究では、①新尺度full ver.の外的妥当性・再現性の検証、②新尺度short ver.の外的妥当性・再現性の検
証を実施し、再現性の確認を終えた。

研究成果の概要（英文）：There is a need for indicators that allow caregivers to understand their 
caregiving situation, both objectively and subjectively. These indicators should provide guidance 
for decision-making and actions related to coping with their situation. They should also inform 
whether these actions should be implemented independently or by professionals, and allow for 
confirmation of the results of their judgments and actions.
Therefore, the purpose of this study was to develop a measurement tool that can comprehensively 
assess the situation of caregivers for individuals with dementia from two perspectives: internal 
(physical and psychological state) and external (social circumstances). 
　 In this study, we validated (1) the external validity and reproducibility of the new 
comprehensive scale, and (2) the external validity and reproducibility of the new abbreviated scale,
 concluding the verification process for the new abbreviated scale's reproducibility.

研究分野：社会福祉学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
認知症の介護現場では介護専門職の離職が続き、家族介護者のあらゆる課題に懇切丁寧に関わることが難しい状
況にある。専門性の高さが要求される部分に焦点化して専門職が関わる形式が最善である。そのためには、まず
介護者が自らの介護状況（客観的・主観的）を把握でき、状況に応じた対処（コーピング）について、自ら実施
するもの、専門職に委ねるものと判断・行動の指針が示され、判断・行動の結果をも確認できる指標が必要であ
る。学術的には、包括的に介護者の状況を把握でき、かつ支援の介入指針になりうる尺度の開発は希少と言え
る。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 認知症家族介護者を対象とし、かつ介護者自身が使える測定ツールの新規開発の必要性
は、学術的背景、社会的背景の二側面から挙げられる。 
 まず学術的背景として、介護者の負担軽減を目指した介入研究のアウトカム測定ツール
として多用されている Zarit Burden Interview(以下、ZBI)が三つの課題を有する点が挙げ
られる。第一に、測定している介護者の負担感が、主観的か客観的か不明瞭という批判が
ある（新名．1989，松田．2000）。第二に、介護者の負担感だけを測定することの批判で
ある。ZBI に対する批判を受け、ストレス認知理論をベースにした客観的負担感尺度開発
（新名.1989）、介護バーンアウト尺度の概念をスケール化した主観的負担感研究（中
谷,1992）が開発された。しかし、認知症介護者の介護負担感が多角的であること
（Kamiya,2014）、認知症の症状に伴う介護は複雑系であること（SPRINGER,D.1985）か
ら、負担感・不安など負の感情だけではなく、介護における喜びや満足感、介護者と要介
護者・地域住民等の人間関係の質など肯定的な側面を測定する必要性が挙げられた（Prick 
AE, 2016）。そして第三に、測定結果が介護者に還元されにくい点である。既存の ZBI は
カットオフ値がないので、得点による介護者の状況把握はできない。また測定した時点の
合計点を以前の合計点と比較することで増減が分かるのみで、結果から具体的な支援等の
対処を導き出せるツールではない。つまり、研究対象者である介護者に何か恩恵がもたら
されるわけではない。 
次に社会的背景として、介護専門職の高い離職率に伴い、専門性の高さが要求される介
入の迅速な見極め、介護者による介護状況のふりかえりや支援を要する状況の見極めが非
常に重要であることが挙げられる。 
以上により、ZBI に代わり、介護者が自らの介護状況を簡便に把握でき、状況に応じた
対処（コーピング）について、自ら実施するもの、専門職に委ねるものと判断・行動の指
針が示され、判断・行動の結果をも確認できるツールが必要だと考えられた。 
 
２．研究の目的 
（１）目的 
本研究では、認知症の人の家族介護者（以下、介護者）の介護環境（内的：身体的・心理
的・精神的状態、外的：親族、近隣住民、専門職等の人間関係を基軸にした社会関係性の状
態）を介護者がセルフチェックでき、かつ認知症の特性も考慮されたツールとして、認知症
介護コンディション評価スケールの開発を研究目的とした。 
（２）予想される医学上の貢献及び意義 
本研究で、認知症介護コンディション評価スケールの外的妥当性及び再現性が確認され
た後、本ツールを活用する利点として、介護者が自己対処できる部分やサポートを要する部
分の見極め、自身の対処行動や支援利用の結果を視覚的に捉える簡便性が挙げられる。また
専門職にとっても、専門性を以て対応すべき点を特化しやすい点、介入の結果が確認しやす
い点が意義と考えられる。つまり、本ツールによる測定結果で介護者、専門職双方の行動指
針を示せる点が迅速な支援介入にもなり、介護者、専門職双方ともに燃え尽き予防、ひいて
はWell-being の実現に貢献できると考えられた。 



 
３．研究の方法 
本研究では、１：新尺度 full ver.（44 項目）の外的妥当性・再現性の検証、２：新尺度 
full ver.の外的妥 当性の検証結果を用いて、short ver.(13 項目)の内的妥当性を検証した。
そして、３：新尺度 Short ver.(13 項目)の外的妥当性・再現性の検証を実施した。 
 
４．研究成果 
（１）新尺度の試作化  
まず、認知症家族介護者を対象に、認知症や介護者に対する喜怒哀楽のエピソード（半構
造化面接：内容分析）、主観的負担感（半構造化面接：内容分析・J-ZBI：統計解析による測
定）の 1年後の転帰を追い、J-ZBI スコアの変化と逆の変化（J－ZBI スコアが増加かつ肯定
的語りが減少もしくは、J-ZBI スコアが減少かつ否定的語りが増加）※注を見せた介護者の語
りのカテゴリーをピックアップし、82 項目で構成されるツールの試作をおこなった。そし
て、試作ツール（82項目）の内的妥当性の評価後、11 因子が抽出され、各因子から因子負
荷量が高い項目を４点ずつ選択した結果、項目数は 44 となった（一貫性の検証結果：クロ
ンバックα：0.811）。 
※注：半構造化面接の結果、内容分析を実施し、データの切片化を実施した。切片化し たデ
ータをカテゴリー化し、さらに各カテゴリーをポジティブ・ネガティブに二分化したものへ
の該当率と J-ZBI スコアの相関を見た結果、逆さ現象が生じていた。つまり、1年後の転帰
で ZBI スコアが減少している場合、これは主観的負担感が減少している望ましい結果であ
るため、介護者の語りもポジティブな要素が多いと予測される。しかし、分析の結果、ZBI
スコアの転帰が増加している場合に、ポジティブな発語が多く、ZBI スコアの転帰が減少し
ている場合にネガティブな発語が多い状況であった。 
 
（２）新尺度 full ver.の外的妥当性および再現性検証 
初回調査および 2 週間後の再調査に参加した者 110 名のうち、データ欠損がない者 
104 名（94.5%）を分析対象とした。まず、新尺度合計スコアと既存 尺度の相関分析によ
る妥当性評価を実施した結果、外的妥当性、再現性評価ともに、CES-D, 介護評価（否定 的）、
J-ZBI で相関（いずれも r- = 0.45 以上）が確認された。クロンバックαによる内的整合
性評価では、 外的妥当性：0.861、再現性評価：0.887 であった。また再テスト法による再
現性評価（級内相関係数）で は、0.866 であった。  
 
（３）新尺度 short ver.の試作化および内的妥当性の検証 
試作化および内的妥当性の検証には、１ の外的妥当性の検証結果を用いた。各設問に対
して、Kaiser の正規化を伴うプロマックス回転法を用いた因 子分析を行った。この時、因
子抽出法は主因子法を採用した。その結果、13 因子が抽出され、短縮版の構成 候補となっ
た（クロンバックαによる内的整合性評価：0.570）。 
 
（４）新尺度 short ver.の外的妥当性・再現性の検証 
（３）の結果を踏まえ、13 項目で構成される新尺度 short ver.の外的妥当性・再現性検
証研究を実施した。国立長寿医療研究センターもの忘れセン ター外来通院中の軽度認知障
害（MCI）の人および認知症の人を在宅介護中の家族 100 名を研究対象として リクルー



トを開始し、90 名（目標サンプル数 90％到達）からデータを得た。合計スコアと既存尺度
の相関 分析による妥当性評価を実施した結果、外的妥当性、再現性評価ともに、CES-D, 介
護評価（否定的）、J-ZBI で相関（いずれも r- = 0.45 以上）が確認された。クロンバック
αによる内的整合性評価では、外的妥当性、 再現性評価は共に 0.8 以上であった。また再
テスト法による再現性評価（級内相関係数）では、0.866 であ った。  
以上により、１：新尺度 full ver.（44 項目）の外的妥当性・再現性の検証、２：新尺度 
full ver.の外的妥 当性の検証結果を用いて、short ver.(13 項目)の内的妥当性を検証した。
そして、３：新尺度 Short ver.(13 項目)の外的妥当性・再現性の検証まで無事終了した。 
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Development of psycho-social support program -Challenges, Results and Future
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PDCAサイクルから見る認知症介護教室
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『つながり』をみなおす・みつける・つくる

今日から使える知識とワザ：認知症の人と家族の『ココロとくらしのケア』
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